The Election and Chairman of Aomori Prefecture Assembly in the Post-World War II ④ by 藤本 一美
戦後青森県の県会議員選挙と歴代議長 
―地方政治の“名望家たち”―















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・２００３年４月の県議選 々 ７，９８９票（第一位） 々
・２００７年４月の県議選＜むつ市＞ ８，５７４票（第三位） 々
（平均得票数） ７，７１８票
 横顔
大見光男は大間町出身である。日本大学経済学部中退し，民間会社の社
長を経て，１９９９年の県議に初当選，連続３期務めた。２００７年，副議長に就
任している。政治家になったきっかけは「周囲に勧められて」と控えめで
ある一方，「地域の人々と一緒に話しながら町起こしをするには，政治家
はいい」と語る。座右の銘は「天は人の上に人をつくらず，人の下に人を
つくらず」で，常に「誠実」という言葉を忘れないようにしている，とい
う。スキュバーダイビングが趣味の行動派である（「この人」『東奥日報』
２００７年５月１０日，「ひと人」『陸奥新報』２００７年５月１０日）。
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４．おわりに
周知のように，県議会では，４年間の任期中に議長を３人で回すのが慣
例化している。そこで，１年後に議長の交代が予想された。ただ，今回は
「慣

例

」が撤廃された形となり，次期議長候補に山内崇議員が浮上し，そ
のため，自民党内部に火種を残す可能性が生じた（「党への貢献度優先―県
議会自民議長候補選び」『東奥日報』２００７年５月１０日）。
第４０章 議長：田中順造，副議長：清水悦郎（２００８年１２月１０日，就任）
＜目次＞
１．はじめに
２．田中順造
３．清水悦郎
４．おわりに
１．はじめに
県議会１１月定例会の最終日の２００８年１２月１０日，正副議長の選挙が行われ，
新議長に自民党で十和田市選出の当選５回の田中順造（５８歳）が，また新
副議長には，同じく自民党で八戸市選出の当選３回の清水悦郎（５９歳）が
選ばれた。
議長の神山久志と副議長の大見光男が共に，「一身上の都合」の理由を
挙げて正副議長を辞任した。任期途中の１年半でもって退いたことを受け
ての正副議長選挙について，県民および野党から単なる「ポストのたらい
回し」であると，強い批判を受けたのはいうまでもない（「県議会」『東奥
年鑑 ２０１０年版』〔東奥日報社，２００９年〕，７１頁）。
２．田中順造
 経歴
田中順造は１９５０年３月１７日，十和田町に生まれた。県立七戸高校を経て，
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足利工業大学工学部の建築学科を卒業した。１９７２年，田中建設株式会社に
入社し，１９８１年，同社常務取締役に就任した。１９９１年，県議初当選，通算
６期務めた（２００３年落選，２００７年に返り咲く）。２００８年には，議長に就任
している。田中は，十和田青年会議所理事長などを歴任し，また一級建築
士の資格を有する（『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，９４７頁，「ひ
と」『デーリー東北』２００８年１２月１１日）。
 県議選での得票数
・１９９１年４月の県議選 １０，４３９票（第二位） 無所属
・１９９５年４月の県議選 無投票当選 々
・１９９９年４月の県議選 １０，７３４票（第二位） 々
・２００７年４月の県議選 １１，５３５票（第一位） 自民党
・２０１１年４月の県議選 無投票当選 々
・２０１５年４月の県議選 ９，７８３票（第二位） 々
（平均得票数） １０，６２３票
 横顔
田中順造は十和田町出身である。県立七戸高校を経て，足利工業大学工
学部卒。会社勤務を経て１９９１年，県議に初当選し，通算６期務めた。２００３
年には落選したものの，２００７年，再起して当選した。その後，２００８年，議
長に就任している。６回当選の中で，２回が無投票当選であった。「温厚
な人柄」だと同僚議員は口をそろえて評価する。田中は，はったりを好ま
ず，物静で，議場でヤジを飛ばすことはない，というが，議会運営では手
腕をふるう。西郷隆盛の「敬天愛人」が座右の銘で，一級建築士の資格を
有し，趣味は全国各地を旅行しながら「全国の建物を見て歩く」ことだそ
うだ（「この人」『東奥日報』２００８年１２月１１日，「ひと人」『陸奥新報』２００８年１２
月１１日，「ひと」『デーリー東北』２００８年１２月１１日）。
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３．清水悦郎
 経歴
清水悦郎は１９４９年，八戸市に生まれた。國學院大學法学部卒。小泉純一
郎元首相の私設秘書を務め政治家修行をした。その後，八戸市議を３期，
副議長に就任している。１９９９年，県議に転出して当選。これを５期務め，２００８
年，副議長に就任した。また７年後の２０１５年には，議長に就任している。
清水は高校時代，レスリング選手として国体に出場し，県レスリング協会
理事などを務めた（「この人」『東奥日報』２００８年１２月１１日，「ひと人」『陸奥新
報』２００８年１２月１１日）。
 県議選での獲得票数
・１９９９年４月の県議選 ９，９９６票（第八位） 自民党
・２００３年４月の県議選 ７，２２４票（第八位） 々
・２００７年４月の県議選 ７，８４３票（第八位） 々
・２０１１年４月の県議選 ８，１１２票（第七位） 々
・２０１５年４月の県議選 ８，６９０票（第五位） 々
（平均得票数） ８，３７３票
 横顔
清水悦郎は八戸市出身である。國學院大學法学部卒。八戸市議を経て，
県議に当選，これを５期務め，この間，副議長および議長に就任している。
最下位当選が３回と苦しい選挙を体験した。清水は大学生時代，旧日本兵
の遺骨収集ボランティアに参加し「自分は何をなすべきか」と考え，政治
家を目指したという。趣味はソフトボ－ルと野球で，高校時代レスリング
で国体に出場したスポーツマンである（「ひと人」『陸奥新報』２００８年１２月１１
日，「この人」『東奥日報』２００８年１２月１１日，「ひと」『デーリー東北』２００８年１２
月１１日）。
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４．おわりに
既に述べたように，今回もまた，自民党が“慣行”とする正副議長交代
が行われた。しかし，大きな混乱もなく議長に田中順造，また副議長には
清水悦郎が選出された。議長に就任した田中順造は，次のように抱負を
語った。「県民の目線に立ち，円滑な議会運営に誠心誠意努める」「少数会
派の議員の意見にも耳を傾けていく」。
一方，副議長に就任した清水悦郎は，次のように述べた。「本県発展の
ために一生懸命頑張りたい。県民の方々に分かりやすい議会運営に努めて
いきたい」（「県会議長に田中氏」『陸奥新報』２００８年１２月１１日，「この人」『東
奥日報』２００８年１２月１１日）。
毎回のように，正副議長のポストを１期４年で３人ずつ回す自民党に対
して，野党からは「ポストのたらい回しだ」「議会の信頼を損ねる行為」
などの批判が噴出したものの，まったく改善の見込みはゼロに近いのは遺
憾である（「青森県議会議長に田中氏選出」『デーリー東北』２００８年１２月１１日）。
第４１章 議長：長尾忠行，副議長：中谷純逸（２０１０年３月２４日，就任）
＜目次＞
１．はじめに
２．長尾忠行
３．中谷純逸
４．おわりに
１．はじめに
２０１０年３月２４日，県議会の２月定例会は最終日を迎え，正副議長選挙が
行われた。新議長には，自民党で平川市選出の当選４回を数える長尾忠行
（６１歳）が，また副議長には，同じく自民党で上北郡選出の当選３回の中
谷純逸（６０歳）が選ばれた。
当然のことながら，野党からは「ポストのたらい回しで，県民の理解が
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得られない」と批判の声が上がったものの，自民党側は「交代は既

定

路

線

」との方針を崩さず，粛々と手続きを進めた。これに対して，野党のみ
ならず識者からも「議会運営が形骸化している一つの象徴だ」と厳しい批
判を受けた（「新議長に長尾氏」『東奥日報』２０１０年３月２５日）。
２．長尾忠行
 経歴
長尾忠行は１９４９年３月１０日，竹舘村（現・平川市）に生まれた。東京農
業大学農学部農学科卒。本業はリンゴ農家である。平賀町議，平川市議を
経て，１９９８年，県議補欠選で初当選，通算５期務め，２０１０年，議長に就任
している。長尾は自民党県連政調会長などを歴任し，２０１１年には，平川市
長選に出馬して初当選，また２０１５年に再選された（この人」『東奥日報』２０１０
年３月２５日）。
 県議選での得票数
・１９９８年４月の県議補選＜南津軽郡＞ １２，２５５票（第二位） 自民党
・１９９９年４月の県議選 １０，９３１票（第四位） 々
・２００３年４月の県議選 １２，１２９票（第一位） 々
・２００７年４月の県議選 無投票当選 々
・２０１１年４月の県議選＜平川市＞ ９，７８９票（第一位） 々
（平均得票数） １１，２７６票
 横顔
長尾忠行は竹舘村出身である。東京農大卒。平賀町議，平川市議を経て，
県議に当選した。県議を連続５期務め，２０１０年，議長に就任している。２０１１
年には，平川市長選に転じて当選，現在２期目である。長尾は，青年団や
公民館活動を皮切りに政治への道を歩み始めた。高校まで陸上とバスケッ
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トに打ちこんだ。趣味は読書と野球で，県議会きっての美声の持ち主だと
いう（「この人」『東奥日報』２０１０年３月２５日，「ひと人」『陸奥新報』２０１０年３
月２５日）。
３．中谷純逸
 経歴
中谷純逸は１９４９年８月１６日，野辺地町に生まれた。県立青森高校を経て，
中央大学商学部を中退した。野辺地町商工会副会長，同町議を経て，１９９０
年，県議に初当選，通算３期務め，この間，２０１０年，副議長に就任してい
る。亡くなった父の中谷権太も県議を３期務めた「政治家一家」である。
中谷は県石油商業協会理事などを歴任した（『青森県人名事典』〔東奥日報社，
２００２年〕，９８２頁，「この人」『東奥日報』２０１０年３月２５日，「ひと人」『陸奥新報』
２０１０年３月２５日）。
 県議選での得票数
・１９９９年４月の県議選 １１，４９３票（第三位） 無所属
・２００３年４月の県議選 無投票当選 自民党
・２００７年４月の県議選 １１，２９３票（第一位） 々
（平均得票数） １１，３９３票
 横顔
中谷純逸は野辺地町出身である。県立青森高校卒，中央大学商学部中退。
野辺地町議を経て，県議に当選。副議長に就任した。中谷は父の背中を
追って政治の世界に入った。商工会議所の青年部での活動が政治活動の原
点で，座右の銘は「信なくば立たず」。畑で花を育てるが気晴らしである，
という（「ひと人」『陸奥新報』２０１０年３月２５日，「この人」『東奥日報』２０１０年
３月２５日）。
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４．おわりに
冒頭でも述べたように，県議会の２月定例会の最終日，最大会派の自民
党の慣例で正副議長が交代した。繰り返されるポストのたらい回しについ
て，野党は「地域主権の時代にあって議長の職責が増す中で，いつまで続
けるのか」とあきれ顔だ。一方，与党内部でも慣例の見直しを訴える声が
強まっている，という（「与党にも見直しの声」『陸奥新報』２０１０年３月２５日）。
こうした状況について，弘前学院大学の西東克介・准教授は，次のよう
に批判している。「良い政策や条例づくり，行政の監視など議会の役割を
本当に発揮していくには大変な時間と労力がかかる。（交代の繰り返しで
は）議長が本来のリーダーシップを発揮できない」（「批判の中 既定路線」
『東奥日報』２０１０年３月２５日）。
第４２章 議長：高樋憲，副議長：相川正光（２０１１年５月１１日，就任）
＜目次＞
１．はじめに
２．高樋憲
３．相川正光
４．おわりに
１．はじめに
２０１１年３月１１日，戦後最大級の地震が三陸沖で発生し，八戸市など本県
を含む東北・関東地方の太平洋沿岸に巨大津波が押し寄せた。政府はこれ
を「東日本大震災」と命名した。青森県内でも，津波で沿岸部を中心に大
きな被害が生じ，死者は三沢市２人，八戸市１人，負傷者は４７人で，地震
と津波による被害総額は１千億円を超えた。
こうした状況の中で，県議選が４月１０日に行われ，無投票の７選挙区８
人を含む新県議４８人が確定。当選者は，自民党２５人，民主党６人，公明党
２人，共産党２人，および無所属１３人で，新県議の新旧別では，現職３３人，
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元職３人，新人１２人。この中で女性が３人。その後，自民党は無所属から
５人を入党させ，３０議席とした（藤本一美『戦後青森県政治史 １９４５年～２０１５
年』〔志學社，２０１６年〕，第三部第１７章）。
県議会は５月１１日，改選後の「組織会」となる臨時議会を招集，正副議
長の選挙を行った。新議長には，自民党で黒石市選出の当選５回を数える
高樋憲（５３歳）を，また副議長には，同じく自民党で北津軽郡選出の当選
３回の相川正光（５７歳）を選んだ（「県議会」『東奥年鑑 ２０１２年版』〔東奥日
報社，２０１１年〕，７３頁）。
２．高樋憲
 経歴
高樋憲は１９５８年５月３日，黒石市に生まれた。日本大学生産工学部土木
工学科卒。１９９５年，県議に初当選。１９９８年には，黒石市長選挙に出馬した
が，鳴海広道に敗れ落選を喫した。１９９９年の県議選で県議に返り咲き，通
算５期務めた。この間，２０１１年には，議長に就任している。高樋は自民党
県連副会長などを歴任し，２０１４年，黒石市長選に再出馬，無投票で初当選
した。２０１８年も無投票で再選されている。祖父の高樋竹次郎も黒石市長を
務めた「政治家一家」である（「この人」『東奥日報』２０１１年５月１２日，「ひと
人」『陸奥新報』２０１１年５月１２日）。
 県議選での得票数
・１９９５年４月の県議選 １２，９２８票（第一位） 無所属
・１９９９年４月の県議選 １４，１８５票（第一位） 々
・２００３年４月の県議選 無投票当選 自民党
・２００７年４月の県議選 無投票当選 々
・２０１１年４月の県議選 無投票当選 々
（平均得票数） １３，５５７票
184 専修法学論集 第１３６号
 横顔
高樋憲は黒石市出身である。日本大学生産工学部卒。１９９５年，県議初当
選。連続５期務め，議長に就任した。その後，黒石市長選に転出して当選。
現在２期目である。県議選，市長選で無投票当選が多いのが目につく。名
市長の誉れが高い祖父・竹次郎の名前が浸透しているからであろう。高樋
は「自分はばか正直。損得ではなく善意でものを考えたい」と信念を語る。
自民党内でも有数の論客である。バイクの免許を取得し，４００ccのバイク
でツーリングを楽しんでいる（「ひと人」『陸奥新報』２０１１年５月１２日，「この
人」『東奥日報』２０１１年５月１２日）。
３．相川正光
 経歴
相川正光は１９５３年１０月２９日，鶴田町に生まれた。県立五所川原農林高校
卒。卒業後は青森県連合青年団団長など青年団活動に従事した。１９８４年，
鶴田町議に当選し，２０００年，副議長に就任した。２００２年，町議５期目の途
中で鶴田町収入役に選任され，２００３年には県議に転じて初当選，通算３期
務め，この間，２０１１年，副議長に就任している。また，２０１４年には，鶴田
町長選に出馬して当選。２０１８年に再選された（「ひと人」『陸奥新報』２０１１年
５月１２日，「この人」『東奥日報』２０１１年５月１２日）。
 県議選での得票数
・２００３年４月の県議選 ８，５８４票（第三位） 無所属
・２００７年４月の県議選 ９，８８２票（第一位） 自民党
・２０１１年４月の県議選 無投票当選 々
（平均得票数） ９，２３３票
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 横顔
相川正光は鶴田町出身である。五所川原農林高校卒業後，実家の農業を
手伝いながら青年団活動に参加した。鶴田町議に当選して１８年間務め，副
議長に就任している。政治を続ける動機は，「地域に住む人たちの生活を
向上させたいとの願いからだ」という。相川は自分の性格を「何事にも誠
実に取り組む」と分析する。座右の銘は「誠心誠意」で，趣味は野球のテ
レビ観戦である（「ひと人」『陸奥新報』２０１１年５月１２日，「この人」『東奥日
報』２０１１年５月１２日）。
４．おわりに
本論の冒頭でも述べたように，自民党は，県議選後に無所属から５人を
入党させ，定数４８中３０議席を獲得し，第二会派の民主党の６議席を大きく
引き離し第一会派を維持することに成功した。そのため，自民党は正副議
長職のみならず，６つの常任委員会と特別委員会の正副委員長の職をすべ
て独占した（「自民３０議席 近年最多」『東奥日報』２０１１年５月１２日）。
第４３章 議長：西谷洌，副議長：森内之保留（２０１２年６月２９日，就任）
＜目次＞
１．はじめに
２．西谷洌
３．森内之保留
４．おわりに
１．はじめに
県議会６月定例会の最終日の２０１２年６月２９日，自民党による正副議長の
交代劇が行われた。本会議で新議長には，自民党所属で弘前市選出の当選
６回の西谷洌（６７歳）が，また新副議長には，同じく自民党所属で青森市
選出の当選４回を数える森内之保留（４７歳）が選ばれた。前任の正副議長
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が共に，「一身上の都合」を理由にして任期途中で辞職したからだ。昨年
５月の改選後の臨時議会からわずか１年余りでの交代劇については，当然
のごとく野党から，単なる「肩書欲しさの“たらい回し”」に過ぎないと，
強い批判が寄せられた（「県議会議長に西谷氏」『東奥日報』２０１２年６月３０日）。
２．西谷洌
 経歴
西谷洌は１９４５年，弘前市に生まれた。県立弘前高校を経て，東京薬科大
学薬学部卒。弘前青年会議所理事長などを歴任した。１９９１年，県議に初当
選，通算５期務めた（１９９９年落選，２００３年に返り咲く）。この間，２００４年
に副議長に，２０１２年には議長に就任している。西谷は学校法人弘前厚生学
院理事長などを歴任した（「この人」『東奥日報』２００４年６月２６日，「ひと人」
『陸奥新報』２００４年６月２６日）。
 県議選での得票数
・１９９１年４月の県議選 １０，４４０票（第三位） 無所属
・１９９５年４月の県議選 １１，０２１票（第二位） 自民党
・２００３年４月の県議選 １０，０６７票（第五位） 々
・２００７年４月の県議選 ９，８６７票（第六位） 々
・２０１１年４月の県議選 １０，０３８票（第二位） 々
・２０１５年４月の県議選 １０，７５６票（第二位） 々
（平均得票数） １０，７５６票
 横顔
西谷洌は弘前市出身である。東京薬科大学薬学部卒。１９９１年，県議に初
当選，副議長および議長を務めた。「青年会議所での活動に行き詰まり，
政治の不合理を感じ政治の世界へ飛び込んだ」という。西谷は１８５センチ
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の長身で，「ダンディー」だと周囲の評判である。自身を「楽観的で目立
ちたがり屋」と分析する。モットーは「優れた人は優しい人」で，趣味は
芸術鑑賞である。猫３０匹と暮らしている程猫好きである（「この人」『東奥
日報』２００４年６月２６日，「ひと人」『陸奥新報』２００４年６月２６日）。
３．森内之保留
 経歴
森内之保留は，１９６４年青森市に生まれた。県立青森東高校卒。法政大学
文学部史学科通信課程を中退した。青森地域広域消防事務組合に勤務した
後，株式会社森内畜産専務取締役に就任した。１９９９年，県議に初当選，通
算５期務めた。この間，２０１２年，副議長に就任している。父の森内勇も県
議５期，外ヶ浜町長も務めた「政治家一家」だ。森内之は県サイクリング
協会会長，県ロッククライミング協会会長などを歴任した（『森内之保留』
ホームページ，「ひと人」『陸奥新報』２０１２年６月３０日，「この人」『東奥日報』
２０１２年６月３０日）。
 県議選での得票数
・１９９９年４月の県議選 ９，８８５票（第六位） 無所属
・２００３年４月の県議選 １０，２３１票（第九位） 々
・２００７年４月の県議選 １１，５０２票（第五位） 自民党
・２０１１年４月の県議選 １１，４５４票（第二位） 々
・２０１５年４月の県議選 １０，７５６票（第四位） 々
（平均得票数） １０，７６６票
 横顔
森内之保留は青森市出身である。青森東高校卒，法政大学文学部史学科
通信課程を中退した。約１０年間，消防職員勤務を経て政治の世界へ入った。
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１９９９年に県議に当選以来，議会で一貫して雪対策の必要性を訴えてきた。
自分の性格分析を「頑固で短気」だという。趣味は野球観戦で，スポーツ
はアイスホッケー，自転車，バレーボールなど，スポーツへの関心が高い。
好きな言葉は「鵬程万里」「確乎不抜」で，料理も得意であるという（『森
内之保留』ホームページ，「ひと人」『陸奥新報』２０１２年６月３０日，「この人」『東
奥日報』２０１２年６月３０日）。
４．おわりに
冒頭でも述べたように，県議会６月定例会の最終日である６月２９日，自
民党による正副議長の交代劇が展開された。自民党内では，「一人でも多
くの議員が見識を高めるため」などと擁護する一方で，「１年余りは短す
ぎる」と批判する声が聞かれた。
短期の正副議長交代について，野党からは「単なる肩書欲しさのたらい
回し」であり，「悪しき慣習」に過ぎないと再三再四批判されてきた。こ
うした悪しき慣習は，改めるに越したことがない（「交代早すぎるの批判」
『陸奥新報』２０１２年６月３０日）。
第４４章 議長：阿部広悦，副議長：越前陽悦（２０１３年１２月９日，就任）
＜目次＞
１．はじめに
２．阿部広悦
３．越前陽悦
４．おわりに
１．はじめに
県議会定例会は２０１３年１２月９日，本会議を開催し，議長の西谷洌と副議
長の森内之保留が「一身上の都合」を理由に正副議長を辞職したので，正
副議長の選挙を行った。その結果，新議長には，自民党で南津軽郡選出の
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当選５回を数える阿部広悦（６５歳）が，また新副議長には，同じく自民党
でむつ市選出の当選４回の越前陽悦（６８歳）が選ばれた。
県議会で過半数を占めてきた自民党は，これまで４年任期の正副議長の
ポストを３人で回すのを「慣習」としており，野党サイドから「たらい回
し」に過ぎない，と強い批判を浴びてきた。しかし，遺憾なことに改善す
る動きはまったく見当たらず，感覚がマヘしているのだろう（「県議会」『東
奥年鑑 ２０１５年版』〔東奥日報社，２０１４年〕，６７頁）。
２．阿部広悦
 経歴
阿部広悦は１９４７年１月１８日，南津軽郡藤崎町に生まれた。県立五所川原
工業高校卒。木村守男・衆議院議員の秘書を経て，藤崎町議を４期務め，
同議長に就任している。１９９８年の県議補欠選で県議に転身して当選，通算
６期務め，この間，２０１３年，議長に就任した。阿部は議会運営委員長など
を歴任した（「ひと人」『陸奥新報』２０１３年１２月１０日，「この人」『東奥日報』２０１３
年１２月１０日）。
 県議選での得票数
・１９９８年４月の県議補選 １４，２６６票（第一位） 無所属
・１９９９年４月の県議選 １３，３８６票（第一位） 々
・２００３年４月の県議選 ９，９９０票（第二位） 自民党
・２００７年４月の県議選 ７，３２４票（第一位） 々
・２０１１年４月の県議選 ６，０８８票（第一位） 々
・２０１５年４月の県議選 無投票当選 々
（平均得票数） １０，２１０票
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 横顔
阿部広悦は藤崎町出身である。県立五所川原工業高校卒。藤崎町議，議
長を経て，県議に当選，これを６期務め，２０１３年，議長に就任した。町議，
県議合せて議員生活３５年のベテランで，元知事の木村守男派の大番頭でも
ある。阿部は「弱者救済」が自身の原点だと語る。座右の銘は「信なくば
立たず」で，ドライブが趣味だという（「ひと人」『陸奥新報』２０１３年１２月１０
日，「この人」『東奥日報』２０１３年１２月１０日）。
３．越前陽悦
 経歴
越前陽悦は１９４５年７月１２日，むつ市に生まれた。県立大湊高校卒。都内
の医療機器販売会社に勤務した。その後，むつ市に戻り，国鉄バスの運転
手を務めた。むつ市議５期を経て，１９９９年，県議に転身して当選，通算５
期務めた。この間，２０１３年，副議長に就任している（「ひと人」『陸奥新
報』２０１３年１２月１０日，「この人」『東奥日報』２０１３年１２月１０日）。
 県議選での得票数
・１９９９年４月の県議選 ８，６４０票（第二位） 無所属
・２００３年４月の県議選 ８，１６２票（第二位） 々
・２００７年４月の県議選 １３，１１６票（第一位） 々
・２０１１年４月の県議選 ９，５７４票（第三位） 々
・２０１５年４月の県議選 １０，６７６票（第一位） 自民党
（平均得票数） １０，０３４票
 横顔
越前陽悦はむつ市出身である。大湊高校卒。国鉄のバス運転手を経て，
むつ市議５期，県議５期と政治生活は長い。運転手時代，乗客のために尽
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力し，乗客の後押しで政治家の道へ入った。越前は忍耐と努力が信条で息
抜きは音楽だ，という。トロンボーやドラムも操り，趣味は音楽鑑賞だと
語る（「ひと人」『陸奥新報』２０１３年１２月１０日，「この人」『東奥日報』２０１３年１２
月１０日）。
４．おわりに
２０１１年４月の県議選後，正副議長の交代は今回が２度目で，１年半の在
職となった。４年の任期が全うされないことについて，無所属の古村一雄
は「議会改革の一環として議会基本条例を制定したのに，何も変わってい
ない。条例の精神が全く反映されていない」と批判する。まったくその通
りであって，繰り返していうようだが，悪しき慣習は早急に改めるべきだ
（「県会議長に阿部氏―任期途中で交代」『東奥日報』２０１３年１２月１０日）。
第４５章 議長：清水悦郎，副議長：工藤兼光（２０１５年５月１３日，就任）
＜目次＞
１．はじめに
２．清水悦郎
３．工藤兼光
４．おわりに
１．はじめに
統一地方選の前半を飾る県議会議員選挙が，２０１５年４月１２日に行われ，
無投票となった５選挙区を除く１１選挙区の全議席が確定した。当選者は，
自民党２９人，民主党６人，公明党２人，共産党２人，そして無所属９人で
あった。自民党は，無投票当選者を含めて公認した２９議席を獲得，現有議
席を１つ減らしたものの，引き続き安定多数を維持した。社民党は議席奪
還が成らなかった
県議選後初の臨時会―「組織会」が５月１３日に開催し，正副議長選挙が
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行われた。新議長には，自民党で八戸市選出の当選５回を数える清水悦郎
（６５歳）が，また副議長には，同じく自民党で西津軽郡選出の当選４回の
工藤兼光（７１歳）が選ばれた。なお，八戸市からの議長選出は，１９９７年ま
で議長を務めた高橋長次郎以来１８年ぶりである。
議長就任の記者会見で清水は「慎重かつ機動力をもって改革を推進した
い」と述べ，政務活動費や議会改革に関する議論に意欲を見せた一方で，
正副議長が任期途中で交代する慣例について，清水は「まず一生懸命頑張
りたい」と，また副議長の工藤は「４年だと思っている」と答えた（「県
議会議長の清水氏―副議長 工藤兼氏が就任」『東奥日報』２０１５年５月１４日，「青
森県議会議長の清水氏」『デーリー東北』２０１５年５月１４日）。
２．清水悦郎
 経歴
清水悦郎は１９４９年５月３０日，八戸市に生まれた。國學院大學法学部卒。
小泉純一郎元首相の私設秘書を経て八戸市議を３期務め，その後，１９９９年，
県議に転出して当選。これを５期務め，２００８年，副議長に就任している。
また，７年後の２０１５年には，議長に就任した。清水は現在，県議５期目で
ある。高校時代，レスリング選手として国体に出場し，県レスリング協会
理事などを務めた（「この人」『東奥日報』２００８年１２月１１日，「ひと人」『陸奥新
報』２００８年１２月１１日）。
 県議選での獲得票数
・１９９９年４月の県議選 ９，９９６票（第八位） 自民党
・２００３年４月の県議選 ７，２２４票（第八位） 々
・２００７年４月の県議選 ７，８４３票（第八位） 々
・２０１１年４月の県議選 ８，１１２票（第七位） 々
・２０１５年４月の県議選 ８，６９０票（第五位） 々
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（平均得票数） ８，３７３票
 横顔
清水悦郎は八戸市出身である。國學院大學法学部卒。八戸市議を経て，
県議に当選，これを５期務め，この間，副議長および議長に就任した。最
下位当選が３回と苦しい選挙を経験している。清水は大学生時代，旧日本
兵の遺骨収集ボランティアに参加し「自分は何をなすべきか」と考え，政
治家を目指した，という。一見すると“こわおもて”だが，気さくな性格
と誠実さは同僚議員の誰もが認める。座右の銘は「信なくば立たず」で，
趣味はレスリングと野球である。高校時代レスリングで国体に出場し，県
大会では３位の実力者でスポーツマンだ（「ひと人」『陸奥新報』２００８年１２月
１１日，２０１５年５月１４日，「この人」『東奥日報』２００８年１２月１１日，２０１５年５月１４
日，「ひと」『デーリー東北』２０１５年５月１４日）。
３．工藤兼光
 経歴
工藤兼光は１９４３年８月１２日，西津軽郡鯵ヶ沢町に生まれた。長平中学校
卒。家業のコメづくりに専念してきた。鯵ヶ沢町議を経て，２００３年県議に
転身して当選。４期務め，その間，２０１５年，副議長に就任している。工藤
は農林水産委員長などを歴任した（「この人」『東奥日報』２０１５年５月１４日，「ひ
と人」『陸奥新報』２０１５年５月１４日）。
 県議選での得票数
・２００３年４月の県議選 ８，９９６票（第三位） 無所属
・２００７年４月の県議選 無投票当選 自民党
・２０１１年４月の県議選 無投票当選 々
・２０１５年４月の県議選 無投票当選 々
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（平均得票数） ８，９９６票
 横顔
工藤兼光は鯵ヶ沢出身である。中学卒業後，家業のコメづくりに専念し，
首都圏で出稼ぎにも従事した。農業を営み政治は「公平，公正でないこと
がある」と感じたのが政治家への道を志す契機となった。鯵ヶ沢町議を経
て，２００３年県議に転身して当選。２００７年から連続３期無投票当選を果たし
た。政治家としての信条は「今できることを明日に延ばすな」で，趣味は
カラオケである，という（「この人」『東奥日報』２０１５年５月１４日）。
４．おわりに
臨時県議会の正副議長選挙は，２０１５年５月１３日に実施された。だが，こ
れまでとは異なる投票行動が見られた。民主党に所属する６人が，議長選
挙で自民党の清水悦朗に，そして副議長選挙では，自派の北紀一に投票し
たのだ。記者の取材に対して，北議員は「第一会派が議長，第二会派が副
議長（を出す）という国会や各地方自治体の慣習に倣ったもので，極めて
常識的な対応だ」と説明した。だが，改選前の任期中に実施された３回の
議長選では，民主党は自派候補を擁立するか無効票を投じており，自民党
議員に投票したことはなかった。この点について，自民党議員は「驚い
た」とつぶやいた（「投票行動に変化」『東奥日報』２０１５年５月１４日，「議長選
民主全員清水氏に投票」『デーリー東北』２０１５年５月１４日）。
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第４６章 議長：熊谷雄一，副議長：山谷清文（２０１７年３月２２日，就任）
＜目次＞
１．はじめに
２．熊谷雄一
３．山谷清文
４．おわりに
１．はじめに
県議会定例会は２０１７年３月２２日に本会議を開催し，正副議長の選挙を
行った。新議長に，自民党で八戸市選出の当選４回の熊谷雄一（５４歳）が，
また副議長に，同じく自民党で青森市選出の当選３回の山谷清文（５９歳）
が選ばれた。これは２０１５年５月に就任した議長の清水悦郎と副議長の工藤
兼光がそれぞれ，「一身上の都合」を理由に正副議長を辞任したことに伴
う措置である。従来，自民党は４年任期中に議長ポストを３人で回してき
たものの，この慣例を見直す形となった。議長の２年交代は１９８９年以来，
実に２８年ぶりのことだ。また，八戸市選出の議員が議長を務めるのは，清
水悦郎から２代連続となる（「政治・県議会」『東奥年鑑 ２０１８年版』〔東奥日
報社，２０１７年〕，３６頁，「熊谷氏が議長就任」『デーリー東北』２０１７年３月２３日）。
２．熊谷雄一
 経歴
熊谷雄一は１９６２年９月７日に八戸市に生まれた。八戸工大二高校を経て，
日本大学法学部政治経済学科卒。２００１年，八戸市議初当選。２００３年，県議
に転身して，連続４回当選した。この間，２０１７年，議長に就任している。
熊谷は，議会運営委員長，自由民党青森県連副会長，県自転車競技連盟会
長，県防具付空手道連盟会長，および八戸市空手道連盟会長などを歴任し
た。祖父の義雄も元衆議院議員であり，「政治家一家」である（「ひと人」
『陸奥新報』２０１７年３月２３日，「この人」『東奥日報』２０１７年３月２３日）。
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 県議選での得票数
・２００３年４月の県議選 ７，３４６票（第七位） 自民党
・２００７年４月の県議選 １０，１９８票（第四位） 々
・２０１１年４月の県議選 １３，１２５票（第一位） 々
・２０１５年４月の県議選 １４，７１８票（第一位） 々
（平均得票数） １１，３４７票
 横顔
熊谷雄一は，八戸市出身である。八戸工大二高校を経て，日本大学法学
部卒。３９歳で八戸市議に当選した。その後県議に転身，４回連続当選。現
在議長を務めている。祖父は元衆議院議員の熊谷義雄，また叔父は元八戸
みなと漁港組合長の熊谷拓治で「ハ

マ

の

熊

谷

」の系譜を継ぐ。熊谷は物腰
が柔らかく，敵をつくらない性格だと周囲の評判である。「一日一日を大
切に積み重ねたい」と語る。座右の銘は「民心なくば立たず」で，学生時
代からバンドを組んでいたほど音楽好きだ。今もシャンソンなどのレッス
ンを受けている，という（「この人」『東奥日報』２０１７年３月２３日，「ひと人」
『陸奥新報』２０１７年３月２３日，「ひと」『デーリー東北』２０１７年３月２３日）。
３．山谷清文
 経歴
山谷清文は１９５７年１０月１１日，青森市に生まれた。県立青森高校を経て，
中央大学法学部卒。大成建設（株）の社員となった。１９９０年，青森市議に
初当選，２期務めた。２００３年，県議に転して当選，通算３期務めた（２００７
年落選，２０１１年に返り咲く）。この間２０１７年，副議長に就任している。山
谷は，自民党県連政務調査副会長，県熟年野球協会会長，県ターゲットバ
ードゴルフ協会会長などを歴任した（『山谷清文』ホームページ，「ひと人」
『陸奥新報』２０１７年３月２３日，「この人」『東奥日報』２０１７年３月２３日）。
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 県議選での得票数
・２００３年４月の県議選 １０，３５７票（第七位） 無所属
・２０１１年４月の県議選 ７，９２１票（第七位） 自民党
・２０１５年４月の県議選 ７，５７７票（第十位） 々
（平均得票数） ８，６１８票
 横顔
山谷清文は青森市出身である。県立青森高校を経て，中央大学法学部卒。
青森市議を経て，県議当選。県議選には計６回挑戦し，３度落選の憂き目
をみた。父の清作も県議４期務めた「政治家一家」である。山谷の信条は
「義理と人情」で，座右の銘は「堅忍不抜である」。尊敬する人物は元知事
の津島文治だという。趣味は，野球観戦，ペン習字（『山谷清文』ホ－ムペ
ージ，「この人」『東奥日報』２０１７年３月２３日，「ひと人」『陸奥新報』２０１７年３
月２３日）。
４．おわりに
冒頭でも述べたように，県議会の正副議長のポストはこれまで４年の任
期の間に，３人が正副議長を務めることがほぼ慣例化していた。しかし，
今回，自民党は任期を２年交代で２人が担当する形に見直す，という。遅
きに帰したといえるが，議会改革の一環として，まずは２年交代体制が定
着することを望みたい。正副議長ポストは“名誉職”的色彩が濃く，度重
なる任期途中での交代には批判の声が上がっていたからである（『陸奥新
報』２０１７年３月２３日，「熊谷氏が議長就任」『デーリー東北』２０１７年３月２３日）。
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結 び
県議会の議長は，議会の代表であって，議会のいわば“象徴的”存在で
ある。それだけに，選出には，候補者の識見，人格，および経験を最大限
に重視し，同僚議員の信頼に基づいて行われるのが肝要である。
県議会の議長・副議長の任期は，地方自治法で謳われているように，本
来４年間であるはずである。ただ，議長職や副議長職は，かなり激職であ
るので，私は個人的には，２年間でも良いとは思っている。
しかし，本論の中でも紹介したように，４年任期を最初は１年，残りの
３年を１年半ずつ担当して，４年間に３人も議長や副議長を輩出する「密

約

」はいかがなものかと疑問を感じざるを得ない。
さらに，議長を議会で多数派を占める第一党＝与党から出すのは理解で
きるとしても，副議長は野党第一党に回すような配慮が必要であろう。自
民党の場合，当選４ないし５回で議長職が，また当選２回ないし３回で副
議長職が回ってくる。問題なのは，正副議長の選出に際し，津軽と南部と
いった地域対立，国会議員の派閥争い，および利権・利害関係が絡み，選
出過程を一層複雑にしていることである。
実際，重要な議案審議を脇において，正副議長の選出問題で足を引っ張
られるような事態は論外である。確かに，正副議長職のいわゆる「たらい
回し」は何も青森県議会に限ったわけではだけでなく，全国の都道府県議
会で共通して見られる現象である。重要なことは，野党が主張するように，
辞任の理由を単なる「一身上の都合」ではなく，誰でもが納得できる明確
な理由を提示するべきだ，と考える。
県議会議員にとって，議長職や副議長職は，当選を重ねるに従って，欲
しくなるポストらしい。何故なら，正副議長への就任は選挙区の有権者た
ちに，地方の「名望家」としての存在を知らしめるまたとない機会であり，
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しかも，それを基盤に再選を重ねることが出来るし，また多くの面で優遇
されているからである。
正副議長の選出史を概観するなら，次のようにいえよう。当初は，保守
勢力内での状況，ことに自民党の最高年長者とか，「有力者」の意向で決
まっていた。しかしその後，議員総会の場での多数決で決まるようになり，
やがて，選考委員会を設け，ブロックごとの意向を重視して決定されるよ
うになった。最近では，各種の選挙における「功労」を第一条件にするよ
うになっているようだ。同じ当選回数の中から選出するのであるから，利
害や好き嫌いの感情が入るのはやむを得ない。大事なことは「信なくば立
たず」の精神である。
それはともかく，県議会の改革と民主化を進める過程では，当然，野党
側の意見も聞き入れて正副議長の進退を検討し，慎重に決定して欲しい。
それが，県議に対する県民の信頼回復につながっていくのではなかろうか。
短期間の「たらい回し」によるポスト配分の愚は避けるべきだ。
最後に，歴代正副議長に関するデータから得た，地方の名望家たちの輪
郭の一部を紹介しておきたい。
戦後，４６人の議長への就任平均年齢は６２歳であり，当選回数は平均５回
を数え，また平均得票数は９，９８５票である。選挙区別では，三大都市であ
る青森市（５人），八戸市（５人），および弘前市（４人）の出身者に集中
しており，学歴別では，大学卒が１５人（３３％）と最も多かった。
一方，４５人の副議長就任の平均年齢は５９歳であって，当選回数は平均３
回を数え，平均得票数は１０，１１４票である。選挙区別では，青森市（８人），
八戸市（９人）選出者に集中しており，また学歴では，大学卒が１５人
（３４％）と最も多くを占めた。
〈参考資料〉については，秋に公刊される『戦後青森県の県会議員選挙
と歴代議長』〔北方新社〕の方を参照されたい。
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